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学校番号 ３２５ 

平成 31 年度 

 

教科 理科 科目 物理基礎 単位数 ４単位 年次 ２年次 

使用教科書 物理基礎（啓林館） 

副教材等 物理基礎資料集（啓林館）、センサー総合物理（啓林館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 教科書を中心にして、できるだけ身近な現象を例にあげ、わかりやすい演示実験で理解を進める。 

また、適切な問題演習を通して理解を深める。 

 

２ 学習の到達目標 

１ 物体の運動と物体にはたらく力との関係を理解し，あらゆる物体の運動が基本的な法則に基
づいていることを理解する。また，仕事とエネルギーの関係を理解し，さまざまなエネルギー
が相互に変換されるしくみについて学習する。 

２ 熱・温度・エネルギーにの関係を理解し、エネルギーの有効活用について考えられるようにな

る。 

３ 波動現象の基本原理や法則を理解し、音や振動に関係している現象を的確に考察できるように

なる。 

４ 静電気や電流について電子の移動と関連付けて理解するとともに、電荷や電流の大きさを定量

的に扱えるようになる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

身の回りの現象に

興味・関心を持ち、科

学的に探求しようと

する。 

 原理や法則を理解

し、身近な現象に対し

て的確に考察・判断・

予測ができる。 

 観察や実験の結果

を正しく分析・考察

して、的確に表現で

きる。 

 基本的な概念を理

解していて、原理や

法則、公式を活用で

きる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

提出物の状況 

探求活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

提出物の状況 

探求活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

提出物の状況 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

提出物の状況 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

   
 

 

 

直
線
運
動
の
世
界 

等速直線運動 ○    a:日常の様々な物体の運動に関心を持

ち、運動の表し方・重力による運動

に対して意欲的に取り組んでいる。 

b:等加速度直線運動をもとにして、運

動の解析方法を習得し、考察できる。 

c:自由落下運動の観察・実験を通して、

実験機器の操作と結果の表し方・デ

ータ処理の仕方を習得している。 

d:運動の表し方に関する基本的な概念

や公式を理解し、運動を解析する方

法を身につけている。 

学習状況 

提出物 

観察･実験 

定期考査 

 

合成速度と相対速度    ○ 

等加速度直線運動   ○ ○ 

落下運動  ○  ○ 

力
と
運
動
の
法
則 

力のつり合い ○   ○ a:力のはたらき・性質と運動との関係

について、様々な運動に関心を持ち、

科学的に探求しようとする。 

b:日常の現象等から力の性質や運動と

の関わりについて考察できる。観

察・実験を通して運動の３法則の理

解を深め、身のまわりの現象を正し

く解析し、判断できる。 

c:様々な運動を通して、物体にはたら

く力を見いだした考えを的確に表現

できる。運動の３法則に関する実験

方法を習得し、科学的な探求の方法

の基礎を体得する。 

d:力を正しく見いだし、運動方程式を

立てられる。つり合いの２力と作用

反作用を正しく区別できる。摩擦力、

圧力、浮力、抵抗力について理解し、

それらがはたらくときの物体の運動

を分析できる。 

作用反作用の法則  ○  ○ 

慣性の法則 ○ ○   

運動の法則  ○ ○  

摩擦力    ○ 

抵抗力と浮力    ○ 

仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

仕事 ○    a:エネルギーと仕事について関心を持

ち、意欲的に探求しようとする。力

学的エネルギー保存則をいろいろな

運動の分析に活用しようとする。 

b:仕事の原理を理解し、身近な道具に

ついて説明できる。力学的エネルギ

ー保存則から、運動の予測ができる。 

学習状況 

提出物 

観察･実験 

定期考査 
仕事の原理と仕事率  ○   
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力学的エネルギーの保

存 

○  ○  c:運動エネルギーと位置エネルギーの

移り変わりについて、観察実験を行

って検証することができる。 

d:仕事、仕事の原理、仕事率、エネル

ギーなど基本的な概念を理解し、力

学的エネルギー保存則の成立条件も

含めて正しく活用できる。 

いろいろな運動と力学的

エネルギー 

   ○ 

熱 熱と温度 ○    a:熱・温度・エネルギーの関係や様々

なエネルギーの変換について関心を

持ち、意欲的に探求しようとする。 

b:エネルギーについて考察するととも

に、熱現象の不可逆性の観点から、

エネルギーの有効活用について考

察・判断できる。 

c:原子や分子の熱運動の立場から熱と

温度についてイメージできる。 

d:熱、熱平衡、比熱、熱容量、温度等

の基本について理解し、法則・公式

を活用できる。 

物質の三態   ○  

熱の移動と保存   ○ ○ 

熱と仕事    ○ 

熱効率と不可逆変化  ○   

２
学
期 

 

波 

波の伝わり方 ○     

a:波動現象に関心を持ち、意欲的・科

学的に探求しようとしている。 

b:音を波動としてとらえられ、統一的

に判断できる 

c:弦楽器・管楽器の実験・観察を通じ

て、定常波・共振・共鳴に関する実

験技能を習得し、分析できる。 

d:波動に関する基本的な概念を形成で

きていて、原理や法則を理解し、知

識を身につけている。 

学習状況 

提出物 

観察･実験 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

波の重ね合わせ    ○ 

定常波   ○  

波の反射    ○ 

音の伝わり方  ○   

弦と気柱の共鳴   ○  

電
気 

電流と電気抵抗  ○ ○  a:電気・磁気との関わりに関心を持ち、

基本的な性質と使われ方について意

欲的に探求しようとする。 

b:個々の機器における電気・磁気の利

用のされ方と性質の関係を的確に判

断できる 

c:基本的な電流回路の接続の決まりや

測定方法を習得できている。 

d:電気や磁気に関する基本的な概念を

形成して、モーターや発電機の原理

について理解している。 

学習状況 

提出物 

観察･実験 

定期考査 

電力と電力量    ○ 

電流がつくる磁場 ○    

直流と交流    ○ 
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さ
ま
ざ
ま
な
運
動 

剛体にはたらく力のつり

合い 

 ○  ○ a: 日常の様々な運動に関心を持ち、意

欲的に探求しようとする。 

b: 力のモーメント、力積と運動量、万

有引力等の基本的な概念や法則を理

解し、正しく解析して判断できる。 

c:放物運動、円運動、単振動、衝突な

どの観察・実験を通して、実験方法

を習得し、科学的な探求の方法を身

につけている。  

d: 基本的な概念や公式を理解し運動

を解析する方法を身につけている。 

学習状況 

提出物 

観察･実験 

定期考査 

 

平面上の運動と放物運

動 

○  ○  

円運動と万有引力   ○  

単振動   ○  

運動量  ○ ○  

気体分子の運動と圧力 ○ ○   a: 気体の圧力・温度と分子運動との関

係について関心を持ち、意欲的に探

求している。 

b:気体の分子運動論の立場から、熱と

温度と内部エネルギーについて考察

でき、日常の現象について思考し表

現できる。  

c: 気体の状態に関する実験から、安全

かつ正確な実験技能を習得し、結果

を分析できる。 

d: 気体の分子運動・圧力・温度・内部

エネルギーの基本的な概念を理解

し、日常の現象を分析できる。 

気体の状態変化   ○ ○ 

３
学
期 

波 波の性質 ○    a: 身の回りの波動現象、特に音や光の

特徴に関心を持ち、意欲的に探求し

ようとしている。 

b: 音や光を波動としてとらえること

ができ、統一的に考察・判断できる。 

c: 弦楽器等を用いた実験・観察を通じ

て、実験技能を習得し、グラフや図

を使って分析できる。 

d:音の定常波や光の現象の法則性につ

いて理解し、量的関係でとらえるこ

とができる。  

学習状況 

提出物 

観察･実験 

定期考査 
音 

 

 

  ○ ○ 

光  ○ ○  

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


